
【2020 年度/総合基礎科目領域/外国語科目群】 

科目名 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

英語Ⅱ－２（作業療法学科） 必修（作） 1 2 後期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

ｼﾞｪｲｿﾝ･ﾃﾞｨｰﾝ･ｽﾀｰｼﾞｮﾝ C309 jsturgeon 水 10:00~17:40 

授業の目的・概要 

目的：基礎の英語を復習しながら英語力の基盤をつくる。作業療法に関連した表現、語彙を理解し、実

際の現場を想定し、そこでコミュニケーションを取ることができるようにする。 

概要：課題学習、同時双方向型授業を通し医学一般、専門の作業療法に関連したトピックを取り扱う。

これらのトピックに沿った文章、例えば症例や記事を読み理解する。会話文で語彙、表現方法を紹介し、

学生が実際に英語で表現したり、英語で指示されたことを理解し動作に表す。 

学 習 上 の 助 言 
ダウン症候群と関節炎の基礎知識を持つことで、このコースで紹介されているトピックを理解するのに

役立ちます 

教 科 書 English for Rehabilitation, Care & Support Part II Occupational Therapy Volume 6 （配布） 

参 考 書 英英辞典、英和辞典 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① ダウン症のリスク因子、原因と健康問題を英語で説明することができる。 HSU(1) 

② ダウン症の特徴を英語で書くことができる。 HSU(1) 

③ ダウン症療法に関する簡単な指示を英語で行うことができる。 HSU(1) 

④ 関節の解剖を英語で書くことができる。 HSU(1) 

⑤ 関節炎についての英会話ができる。 HSU(1) 

⑥ リュウマチの患者に生活におけるアドバイスを英語で行うことができる。 HSU(1) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
オリエンテーション シラバスについての説明（授業内

容、成績評価法等） 授業の進め方について 

同時双方向型

授業 
教科書 Unit 5 を予習する 0.5 

2 Unit 5 ダウン症を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

3 Unit 5 ダウン症を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

4 Unit 5 連体形を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

5 Unit 5 連体形と命令形を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

6 Unit 5 ダウン症を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

7 Unit 5 ダウン症を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

8 遠隔授業でダウン症、連体形と命令形を復習する 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

9 Unit 6 関節炎を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

10 Unit 6 関節炎を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

11 Unit 6 関節炎を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

12 Unit 6 アドバイス表現を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

13 Unit 6 アドバイス表現を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

14 Unit 6 関節炎を遠隔授業で学ぶ 
同時双方向型

授業 
教科書, メモと授業の録画を復習する 1 

15 遠隔授業で関節炎とアドバイス表現を復習する 
同時双方向型

授業 
試験の勉強ガイドを復習する 1.5 

試 定期試験 達成度評価・評価のポイント参照    



【2020 年度/総合基礎科目領域/外国語科目群】 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

100 0 0 0 0 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 75 0 0 0 0 75 

思考・推論・創造する力 0 0 0 0 0 0 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 25 0 0 0 0 25 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 0 0 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 0 0 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

①  ✔ 

試験：筆記試験を行う。テキスト Unit5 と Unit6 を試験範囲とす
る。ダウン症の症状と兆候、ダウン症の子供の扱い方、関節の解剖
学について、RA 患者に共通する症状に関する用語の知識。RA 患者
への英語での生活スタイルのアドバイス。 
 

試験評価・答え合わせを行

う・Q and A セッション 

② ✔ 

③ ✔ 

④ ✔ 

⑤ ✔ 

⑥ ✔ 

レポート 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

備  考 

担当教員：◎ｼﾞｪｲｿﾝ･ﾃﾞｨｰﾝ･ｽﾀｰｼﾞｮﾝ 

 

教員の実務経験：英語教育の分野で 13 年の経験。 

実践的授業の内容：このクラスの内容は他の科目の内容を補完するもので、外国の医学雑誌に掲載された記事と論文を読むと

きに特に役立ちます。 

 

遠隔授業では Teams をつかった同時双方向型授業を行う。課題ダウンロード、CD リスニングなどを行うので授業時は通信容

量が無制限の Wi-Fi 環境を奨励します。 

 

シラバスは将来変更される可能性がありますので、ご注意ください。また、期末試験は学校で行われることがありますので、

感染の拡大を防ぐために、ご自身のマスクが必要になります。マスクを持っていない学生は、試験室に入室できません。 

 


